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54 墨田区のお知らせ墨田区のお知らせ 2026年（令和8年）8月11日 2026年（令和8年）8月11日

お知らせ 区役所1・2階の受付時間は、月～金曜日9～16時半(第1・3水曜日19時まで)、第2日曜日9～16時半です[問合せ]窓口課庶務係☎5608－6100 お知らせ 区公式LINEの友だち募集中！本紙最終面下部のコードを読み取り、ぜひ、「友だち登録」を！[問合せ]広報広聴担当☎5608－6220

友好都市交流友好都市交流3030周年周年
　　墨田区と小布施町が平成8年5月に友好協力協定を締結してから、今年で30年。区と深いつながりを持つ小布施町の大宮墨田区と小布施町が平成8年5月に友好協力協定を締結してから、今年で30年。区と深いつながりを持つ小布施町の大宮
町長と農業団体「おぶせファーマーズ」の島田さんに、これまでの印象深い交流や、これからの交流について伺いました。町長と農業団体「おぶせファーマーズ」の島田さんに、これまでの印象深い交流や、これからの交流について伺いました。
[問合せ][問合せ]広報広聴担当☎5608－6223広報広聴担当☎5608－6223

小布施町

大宮 透 町長

思い出の場所、すみだ思い出の場所、すみだ
　実は、私は大学院生の頃、1年ほど墨田区の京島に住んでいました。ボランティ
アスタッフとして食育のイベントを手伝ったり、「すみだ青空市ヤッチャバ」の運
営に携わったりして、短くも濃い時間を過ごしました。墨田区は都会でありなが
ら、昔ながらのコミュニティーが残る一面もあります。現在町長として区と関わ
る中でも皆さんの人情を感じますし、小布施町で開催しているテニス大会に毎年
参加してくださる方もいて、人と人とのつながりを実感できるのがうれしいです
ね。「人が最大の資源」というところが、小布施町と墨田区は似ていると思います。

　墨田区との主な交流は、毎年出店している10月の「すみだまつり・こどもまつり」や、都市農
村交流事業で小布施町を訪れた墨田区民の皆さんが参加してくれている農作物の収穫体験で
す。私個人で墨田区を訪れることも多いのですが、下町らしい町工場が立ち並ぶ風景もあれ
ば、都会のにぎわいもあり、場所によって雰囲気が違うところが面白いですね。
　これまでの交流で印象に残っているのは、小布施町の農作物を墨田中学校の給食に提供
したことです。縁があってお会いしたPTAの方と話す中で生まれたアイデアでした。協力
してくれた皆さんの前向きな姿勢が印象的で、とても感謝しています。小布施町の農産物
を知ってもらえるきっかけになったことが、うれしかったです。
　墨田区とは、今後もいろいろなことに取り組みたいと思っています。「すみだまつり・
こどもまつり」で小布施町の農作物を多くの方に喜んでもらえているので、大きなイ
ベントだけでなく、規模の小さなイベントにも出店し、区民の皆さんに届ける機会を
増やしていきたいと思っています。

小布施町の「おいしい」を墨田区に届けたい小布施町の「おいしい」を墨田区に届けたい

小布施町との30周年記念交流事業(予定)

北斎館開館北斎館開館
5050周年周年

　小布施町には7基の祭屋台が現存
し、北斎館は、そのうち最も長い歴
史を持つ「東町祭屋台」と、鴻山が私
財を投じて造った「上町祭屋台」の2
基を収蔵・展示しています。どちら
も北斎が天井絵を手掛けた長野県
宝です。なお、残りの5基はおぶせ
ミュージアム・中島千波館(小布施
町小布施595)で収蔵・展示してい
ます。
　祭屋台と北斎が描いた天井絵の迫
力を、ぜひ体感してください。

北斎が手掛けた祭屋台北斎が手掛けた祭屋台

上町祭屋台と天井絵「怒濤図」
男浪(下部左)・女浪(下部右)

東町祭屋台と天井絵「龍」(下部
左)、「鳳凰」(下部右)

北斎館50周年記念特別企画展の見所をご紹介！北斎館50周年記念特別企画展の見所をご紹介！
「ロックフェラー・コレクション 花鳥版画展 北斎、広重を中心に」「ロックフェラー・コレクション 花鳥版画展 北斎、広重を中心に」
　アメリカのロードアイランド・スクール・オブ・デザイン美術館(RISD美術館)には、浮世絵を含む数多く
の日本美術作品が収蔵されています。その中でも、アビー・A・ロックフェラーから寄贈された花鳥版画群は、
質と量ともに優れた貴重なコレクションです。国内巡回の最後の会場となる北斎館。本展では、コレクション

から厳選した、全163点の葛飾北斎や歌川広重の花鳥画の名品をご紹介します。
[とき]10月12日(祝)までの午前9時～午後5時　＊入館は午後4時半まで [ところ]北斎館(小布施町小布施
485)[入館料] ▼ 一般＝1800円　 ▼ 高校生・大学生＝800円　 ▼ 小・中学生＝500円　 ▼ 未就学児＝無料　
＊障害者手帳をお持ちの方とその介助者(1人)は半額 [問合せ]北斎館☎026－247－5206

おぶせファーマーズ

島田 智仁 代表

墨田区と小布施
町のつながりは、
髙井鴻山のおかげ
かもしれないね。

＊詳細は決定次第、本紙や区HP、小布施町HP等でお知らせします。

北斎で深まる絆北斎で深まる絆
　最近は、小布施町と墨田区の距離が近くなり、お互いの顔が見える関係に
なっていると感じています。今年開館10周年を迎えたすみだ北斎美術館と
は、企画展での連携やコンテンツの交換を行っています。昨年は、すみだ北斎
美術館で実施している「北斎講談」を小布施町でも開催しました。今後は更に
連携を深め、取組を相互に紹介できたら面白いですね。北斎でつながった自

治体同士で、食や文化、街並みなど、それぞれの魅力を生かしながら、
これからも様々な取組を一緒に進めていきたいです。
　北斎館の周辺にはカフェや栗菓子屋もたくさんあるので、小布
施町の魅力を感じてもらえると思います。墨田区民の皆さん、ぜ
ひ北斎館にお越しください！

農作物を通して小布施の魅力を伝える農作物を通して小布施の魅力を伝える
　令和元年に、町と共同で20人程度で立ち上げた「おぶせファーマー
ズ」は、新規就農者や若手の参加も増え、今では約70人で活動していま
す。ぶどうやりんごなどの果物だけではなく、野菜農家も参加していま
す。みんなで小布施町の農作物を全国に広めて、町を盛り上げていきた
いですね。そのために、県外の様々な直売所で新たに出店したり、集荷
や発送を事業者と連携して行ったりして、扱う物量や販売先を増やし
ています。10月24日(土)に六本木で行われるイベントにも、今育てて
いる農作物を持って行くので、ぜひ遊びに来てください！ 取材日(6月)時点のぶどう

北斎と小布施町の出会い北斎と小布施町の出会い

一般財団法人北斎館 学芸員一般財団法人北斎館 学芸員

ウェイ 笑ウェイ 笑 さんさん

　葛飾北斎といえば江戸のイメージが強いですが、晩年には小布施町に滞在してい
ました。諸説ありますが、最大4回訪れたとされ、最初に町を訪れたのは83歳の頃
でした。当時、天保の改革による出版規制で江戸では創作活動がしづらくなってお
り、自由に制作できる場所を求めて小布施町を訪れたという説が有力です。

　小布施町との縁をつないだのは、小布施の豪農商・文化人である髙井鴻山という人
物です。鴻山自身も絵を描いており、その師が北斎の絵を高く評価していたことから、

北斎に興味を持ったといわれています。その後、北斎が江戸で画材を購入していた店の、
小布施町出身の主人が2人を引き合わせたことで、交流が始まりました。鴻山は北斎の
弟子である一方で、後援者として生活や制作を支えており、その庇

ひ ご
護のもと、北斎は小

布施町で数々の作品を制作します。2回目以降の滞在では、鴻山が「碧
へ き い け ん

漪軒」というア
トリエを用意し、北斎が創作に専念できる環境を整えたといわれています。

30年の交流を振り返って30年の交流を振り返って
　これまで墨田区とは、交流展・伝統工芸「技人展」
の開催や都市農村交流事業の実施、修学旅行で伝
統工芸の体験学習を行うなど、積極的に交流してき
ました。葛飾北斎の縁から始まったこの交流を30
年も続けられたのは、町や区の皆さん、関係者の
方々のご理解とご協力のおかげです。私自身が住人
としてお世話になった墨田区と、今でもこうして関
係が続いていることを、ありがたく思っています。 令和6年度都市農村交流事業の様子

北斎の縁から広がる新たな取組北斎の縁から広がる新たな取組
　墨田区とは、これからも更に連携を深め、様々な取組を進めていきたいです。まず
は町民と区民がお互いを知り、心の距離がもっと縮まるといいですね。交流の「型」
はある程度できていますが、これからは、交流機会が少ない方にも、友好都市として

関わることの面白さや価値を感じてもらえるような、新
しい交流ができたらと考えています。特に、町と区の共

通項である北斎を軸にした取組を広げていきたいで
す。北斎館とすみだ北斎美術館だけでなく、そこに町
と区も加わりながら、「北斎の町」や「アートの町」と
して一緒に活動することが増えていくといいですね。
これだけ多角的な交流を続けている自治体はあまり
ないと思うので、これからも身近な存在として歩んで
いきたいです。

　墨田区の皆さんにも、小布施町を少しでも身近な場
所として感じていただけたらうれしいです。ぜひ、小布

施町にお越しください！

北斎の作品に
描かれた名菊

「北斎巴錦」

北斎館開館50周年
記念事業の詳細は、
北斎館HP
をご覧くだ
さい。

塩澤 耕平塩澤 耕平 さんさん

一般財団法人北斎館 副館長一般財団法人北斎館 副館長

11月に小布施
町で記念式典も
行うんだって！

スポーツ交流事業スポーツ交流事業
　小布施町の少年野球チームが11月
28日(土)・29日(日)に墨田区を訪れ、
交流試合を行います。また、9年2月21
日(日)にひがしんアリーナ
( 区総合体育館 )( 錦糸4－
15－1)で開催されるボッ
チャ大会に、小布施町のチー
ムがゲストで参加します。

小布施町長特別講演会小布施町長特別講演会
　10月3日(土)にすみだ産業会館(江
東橋3－9－10)で、大宮町長が30年の
振り返りや今
後 の 交流等 に
ついて講演しま
す。詳細は本紙
9月11日号 に
掲載予定です。

相互都市農村交流事業相互都市農村交流事業
　　9月26日(土)・27日(日)に墨田区
民が小布施町を（今年度の受け付けは終
了 ）、11月28日
(土)・29日(日)
に小布施町民が
墨田区 を 訪 れ、
互いの歴史や文
化に触れます。

　小布施町では、四
季の変化と季節の
農作物が一緒に楽
しめます。農作物や
オンライン販売等
の詳細は、提携する
AgriUnion 合 同 会
社 HP を
ご覧くだ
さい。

　小布施町が、北斎を文化観光の核として位置付けたまちづくりを始めてから、今年で50年を迎え　小布施町が、北斎を文化観光の核として位置付けたまちづくりを始めてから、今年で50年を迎え
ました。「北斎の町」の根幹でもあり、同じく開館50周年を迎えた北斎館の皆さんに、北斎と小布施ました。「北斎の町」の根幹でもあり、同じく開館50周年を迎えた北斎館の皆さんに、北斎と小布施
町のつながりや、北斎館の展示の見所について伺いました。町のつながりや、北斎館の展示の見所について伺いました。


